
3 よしかわ議会だより

議
員
提
出
議
案

意
見
書

　

今
定
例
会
で
は
、
５
件
を
上
程
し
、

い
ず
れ
も
可
決
、
内
閣
総
理
大
臣
等

へ
送
付
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

　

年
金
の
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
は
、

無
年
金
者
対
策
の
観
点
及
び
将
来
の

無
年
金
者
の
発
生
を
抑
制
し
て
い
く

観
点
か
ら
、
２
０
１
２
年
２
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
大
綱
」
に
明
記
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、

必
要
な
財
源
の
確
保
を
含
め
、
安

心
の
社
会
保
障
の
実
現
を
図
る
た
め
、

早
急
に
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

１　

無
年
金
者
対
策
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
す

る
措
置
に
つ
い
て
、２
０
１
７
年
度
中

に
確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
必
要
な

体
制
整
備
を
行
う
こ
と
。 

他
１
項
目

　

相
模
原
市
の
県
立
津
久
井
や
ま
ゆ

り
園
に
お
い
て
、
死
者
19
名
を
含
む

46
名
の
方
が
元
施
設
職
員
に
殺
傷
さ

れ
る
と
い
う
、
大
変
痛
ま
し
い
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
障
が
い
者
の
方

達
の
暮
ら
し
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ

て
い
る
施
設
に
於
い
て
、
無
抵
抗
の

多
く
の
方
々
の
命
を
奪
っ
た
残
虐
で

卑
劣
な
行
為
は
断
じ
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
国
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
が
二
度
と

繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
左

記
に
つ
い
て
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

１　

障
が
い
者
の
命
と
尊
厳
を
守
る

施
策
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
。

他
１
項
目

　

高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援

し
、
要
介
護
状
態
の
重
度
化
を
防
ぐ

と
い
う
介
護
保
険
の
理
念
に
基
づ
き
、

ま
た
、
家
族
の
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
介
護
保
険

制
度
の
サ
ー
ビ
ス
縮
小
を
行
わ
な
い

よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

１　

要
介
護
１
・
２
の
生
活
援
助
サ
ー

ビ
ス
は
、現
行
通
り
、介
護
保
険
給
付

の
対
象
と
し
、市
町
村
の
地
域
支
援

事
業
へ
移
行
し
な
い
こ
と
。あ
わ
せ
て
、

現
在
、地
域
支
援
事
業
に
移
行
が
進
め

ら
れ
て
い
る
要
支
援
１
・
２
の
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
把
握
し
、高
齢

者
が
安
全
、安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
改

善
を
図
る
こ
と
。　
　
　

他
２
項
目

　

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑
、

困
難
化
し
て
お
り
、
い
じ
め
や
不
登

校
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
へ

の
対
応
、
教
育
格
差
の
解
消
等
、
教

職
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
大
幅
に

拡
大
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
１

年
だ
け
の
契
約
で
配
置
さ
れ
て
い
る

「
臨
時
的
任
用
教
員
」
が
教
員
の
定

数
内
で
増
加
し
て
お
り
、
不
安
定
な

雇
用
形
態
は
、
問
題
解
決
を
よ
り
困

難
に
さ
せ
ま
す
。
よ
っ
て
、
埼
玉
県

及
び
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
責
任
で

定
数
内
の
本
採
用
教
員
を
大
幅
に
増

員
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　

日
本
は
２
０
１
２
年
に
高
校
・
大

学
の
段
階
的
な
学
費
無
償
化
を
定
め

た
国
際
人
権
規
約
の
批
准
留
保
を
撤

回
し
ま
し
た
。
経
済
協
力
開
発
機
構

加
盟
34
カ
国
中
、
17
カ
国
は
大
学
授

業
料
を
無
償
化
し
、
給
付
制
奨
学
金

導
入
は
32
カ
国
ま
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
な
い
の
は
日
本
だ
け

で
あ
り
、
学
費
無
償
化
と
給
付
制
奨

学
金
導
入
は
世
界
の
流
れ
と
な
っ
て

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

　

よ
り
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
議
会
の
活
性
化
を

推
進
す
る
た
め
の
調
査
検
討
を

行
う
た
め
「
議
会
活
性
化
調
査

特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

委
員
は
、
次
の
７
名
で
す
。

委
員
長　
　

遠
藤　

義
法

副
委
員
長　

戸
田　

馨

委　

員　
　

岩
田　

京
子

　
　
　
　
　

五
十
嵐
惠
千
子

　
　
　
　
　

吉
川　

敏
幸

　
　
　
　
　

稲
葉　

剛
治

　
　
　
　
　

互　

金
次
郎

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
学
ぶ
権
利
を
保

障
し
、
経
済
的
な
理
由
で
若
者
が
進

学
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う

左
記
の
こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

１
、
高
等
教
育
の
学
費
を
段
階
的
に

引
き
下
げ
る
こ
と　
　
　

他
１
項
目

請
　
願

　

今
定
例
会
で
は
、
１
件
の
請
願
が

提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

請
願
者　
　

大
武　

智
恵

紹
介
議
員　

岩
田　

京
子

　
　
　
　
　

小
林　

昭
子

　

事
故
か
ら
五
年
半
が
経
過
し
、
福

島
で
は
甲
状
腺
が
ん
の
発
症
率
が
事

故
前
の
百
万
人
に
三
人
か
ら
、
県
民

健
康
調
査
で
は
三
千
人
に
一
人
、
地

域
別
に
よ
っ
て
は
数
十
倍
の
多
発
が

み
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
原
発
事
故

が
原
因
と
は
考
え
に
く
い
と
見
解
を

述
べ
て
い
る
が
、
甲
状
腺
が
ん
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
も
唯
一
事
故
由

来
を
認
め
ら
れ
た
疾
患
で
あ
る
。

　

吉
川
市
に
も
放
射
能
が
飛
散
し
、

多
く
の
市
民
が
被
曝
を
し
た
こ
と
は

事
実
で
、
市
民
お
よ
び
子
ど
も
達
の

健
康
影
響
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ

だ
。
吉
川
市
と
し
て
子
ど
も
達
の
健

や
か
な
健
康
を
見
守
り
、
今
後
の
保

健
事
業
に
い
か
す
よ
う
、
甲
状
腺
の

エ
コ
ー
検
査
費
用
の
助
成
の
実
施
と
、

そ
の
検
査
結
果
の
把
握
を
願
い
た
い
。 　

９
月
21
日
（
水
）
本
会
議
中
、
稲

垣
議
員
の
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

中
の
発
言
に
つ
い
て
、
中
嶋
議
員
他

２
名
か
ら
地
方
自
治
法
第
１
３
５
条

第
２
項
及
び
会
議
規
則
第
１
６
０
条

の
規
定
に
よ
り
、「
稲
垣
茂
行
議
員

に
対
す
る
懲
罰
動
議
」
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

懲
罰
特
別
委
員
会
の
設
置
が
決
定

し
、
各
会
派
か
ら
選
出
し
た
委
員
に

よ
り
、
た
だ
ち
に
懲
罰
特
別
委
員
会

が
開
か
れ
、
地
方
自
治
法
第
１
３
５

条
の
懲
罰
の
う
ち
、
採
決
の
結
果
、

陳
謝
と
出
席
停
止
が
同
数
と
な
り
、

委
員
長
裁
決
に
よ
り
、
陳
謝
の
懲
罰

を
科
す
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

会
議
再
開
後
、
降
旗
懲
罰
特
別
委

員
長
か
ら
の
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
稲
垣
議
員
を
除
く
賛

成
全
員
で
、
陳
謝
の
懲
罰
を
科
す
こ

と
を
決
定
し
、
稲
垣
議
員
は
左
記
の

内
容
の
陳
謝
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
の
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
の「
公
金
紛
失
」の
再
質
問
発

言
中
、
警
察
へ
被
害
届
を
提
出
し
、

捜
査
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
穏
当

な
発
言
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
品
位
を
保
持
し
、
秩
序

を
守
る
べ
き
議
員
の
職
責
に
顧
み

て
、
ま
こ
と
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
に
反
省
し
、
誠
意
を
披ひ

瀝れ
き

し
て
衷
心
よ
り
陳
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
無

い
よ
う
努
め
ま
す
。

無
年
金
者
対
策
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書

介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
縮

小
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

学
費
引
き
下
げ
と
給
付
制
奨
学

金
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書

本
採
用
教
員
の
増
員
を
求
め
る

意
見
書

障
が
い
者
の
命
と
尊
厳
を
守
り
障

害
者
施
設
の
安
全
確
保
を
求
め
る

意
見
書

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
う
、
吉
川
市
の
子
ど
も
達

の
健
康
を
支
え
る
た
め
の
検
診
助
成

に
つ
い
て
の
お
願
い
に
関
す
る
請
願

懲
罰
特
別
委
員
会
を
設
置

◆
稲
垣
茂
行
議
員
に
陳
謝
処
分
◆

△
地
方
自
治
法
▽

【
品
位
の
保
持
】

第
百
三
十
二
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
会
議
又
は
委
員
会
に
お
い
て
は
、
議
員

は
、
無
礼
の
言
葉
を
使
用
し
、
又
は
他
人
の

私
生
活
に
わ
た
る
言
論
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

【
懲
罰
理
由
】

第
百
三
十
四
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議

会
は
、
こ
の
法
律
並
び
に
会
議
規
則
及
び
委

員
会
に
関
す
る
条
例
に
違
反
し
た
議
員
に
対

し
、
議
決
に
よ
り
懲
罰
を
科
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

②
懲
罰
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
議
規
則

中
に
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
懲
罰
の
種
類
及
び
除
名
の
手
続
】

第
百
三
十
五
条　

懲
罰
は
、
左
の
通
り
と
す

る
。

　

一
、
公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告

　

二
、
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝

　

三
、
一
定
期
間
の
出
席
停
止

　

四
、
除
名

②
懲
罰
の
動
議
を
提
出
す
る
に
当
っ
て
は
、

議
員
の
定
数
の
八
分
の
一
以
上
の
発
議
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
第
一
項
第
四
号
の
除
名
に
つ
い
て
は
、
当

該
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
の
三
分
の

二
以
上
の
者
が
出
席
し
、
そ
の
四
分
の
三
以

上
の
者
が
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

△
吉
川
市
議
会
会
議
規
則
▽

第
百
五
十
一
条　

議
員
は
、
議
会
の
品
位
を

重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
条　

懲
罰
の
動
議
は
、
文
書
を

も
っ
て
所
定
数
の
発
議
者
が
連
署
し
て
、
議

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

前
項
の
動
議
は
、
懲
罰
事
犯
が
あ
っ
た

日
か
ら
起
算
し
て
三
日
以
内
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、第
四
十
九
条（
秘

密
の
保
持
）
第
二
項
又
は
第
百
十
三
条
（
秘

密
の
保
持
）
第
二
項
の
規
定
の
違
反
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。


